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［川崎市梨・ぶどう品評会について］
「購入抽選券」の配付終了後、抽選を行い購入の順番を決定します。
13時〜13時45分にお越しください。13時より前のご来場はご
遠慮ください。早くにいらしても購入順番とは無関係になります。

●組合員が出演する番組情報●
ＪＡが制作協力したテレビ番組およびラジオ番組に組合員が出演します。
ぜひご覧ください。
<テレビ> ｔｖｋ｢かながわ旬菜ナビ｣

放送日時
テ ー マ
出 演 者

：
：
：

8月11日（日）9：00〜9：30 （再放送）12日（月）10：00〜10：30 
農業で活躍している女性
幸区南加瀬・新堀智恵子さん
中原区井田・久保美幸さん
多摩区菅仙谷・原嶋恵理香さん
麻生区栗木台・小山仁美さん

<ラジオ> ＦＭヨコハマ｢ＪＡ Ｆｒｅｓｈ Ｍａｒｋｅｔ｣
放送日時
テ ー マ
出 演 者

：
：
：

8月31日（土）8：00〜8：30 
旬の多摩川梨
多摩区生田・太田聡さん

今月の表紙は、ミニトマトとトマトの収穫に汗を流す高
津区下作延の牧野友和さん。約20㌃の畑ではキュウリやダ
イコンなど年間30品目以上栽培し、セレサモス宮前店の他、
所属する青壮年部高津支部が高津支店の店頭で毎年夏季と
冬季に実施する直売会に出荷しています。

牧野さんは｢子どもたちに安全・安心な農産物を食べてほ
しい｣との思いから、減農薬栽培を励行。初期防除を徹底す
るためできる限り時間を作り、生育具合を確認しています。

これからの時期も、次々と実る夏野菜の収穫で忙しい日々
が続きます。

≪ ミニトマトとトマトの収穫作業 ≫

8月の行事予定

今月の
表紙

5日
（月）

総代・組織リーダー研修会（15時～、本店）

11日
（日）

山の日

12日
（月）

振替休日

19日
（月）

川崎市梨・ぶどう品評会　前期の部
「購入抽選券」の配付　13時～13時45分
一般観覧　13時30分～14時30分
即売会　　14時30分～売り切れ次第終了

（セレサモス宮前店）
※詳細は下記をご覧ください。

20日
（火）

定例理事会 

※日程等は変更されることがあります
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新たな執行体制・新総合３か年計画
初年度がスタート

J A セレサ川崎第22回通常総代会を6月25日、本店セレサホール飛翔で開き、
総代672人（代理人4人、書面151人を含む）が出席しました。平成30年度の事
業実績が報告され、提出された全議案がすべて可決承認されました。

また、今総代会は役員改選期にあたり、執行体制を一新しました。令和元年
度は第８次総合３か年計画の初年度として、組合員と役職員が一体となって取
り組んでいくことを確認しました。

『明日を創る挑戦、明日へつなぐ信頼』
〜JAセレサ川崎は皆さまの信頼を力に
明るい未来を切り拓く挑戦を続けます〜

第8次総合3か年計画

基本目標
1. 持続可能な都市農業の振興
2. 地域に根ざした協同活動の展開
3. 組合員満足度が高い総合事業展開
4. 経営基盤の強化と経営管理体制の構築

令和元年度主要事業目標

経済事業

購買品供給・取扱高

販売品販売・取扱高

（うちセレサモス）

信用事業

貯 　 金

貸 出 金

共済事業

長 期 新 契 約 高

長 期 保 有 高

年 金 新 契 約 高

年 金 保 有 高

99億2,000万円

11億1,000万円

10億5,000万円

1兆5,354億円

5,428億円

1,500億円

1兆6,877億円

70億円

334億7,000万円
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第
22
回
通
常
総
代
会

J
A
は
6
月
25
日
、
第
22
回
通
常
総
代

会
を
開
き
、
6
7
2
人
の
総
代
が
出
席
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
梶
稔
副
組
合
長
が
開
会
を

宣
言
。
総
務
企
画
部
会
長
の
本
多
円
成
理

事
の
朗
唱
に
よ
り
J
A
綱
領
を
唱
和
し
、

総
代
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
原

修
一
組
合
長
が
演
壇
に
立
ち
、
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。（
5
頁
下
段
に
あ
い
さ
つ
の
抜

粋
を
掲
載
）

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
恒
例
に
よ
り
議

長
の
選
任
を
原
組
合
長
に
一
任
。
川
崎
南

地
区
の
長
谷
川
平
三
郎
氏
と
生
田
地
区
の

髙
橋
進
氏
を
指
名
し
、
議
案
審
議
に
入
り

ま
し
た
。

事
業
実
績
は
良
好

提
出
議
案
は
、
第
1
号
議
案
か
ら
第
８

号
議
案
ま
で
。（
５
頁
に
上
段
に
掲
載
）

第
1
号
議
案
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業

報
告
や
剰
余
金
処
分
案
な
ど
に
関
す
る
議

案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
第
７
次

総
合
３
か
年
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、

営
農
指
導
・
経
済
・
信
用
・
共
済
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
部
門
で
良
好
な
成
果
を
挙
げ
、

税
引
前
当
期
利
益
42
億
2
6
0
0
万
円
を

計
上
し
た
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、
当
期
未

処
分
剰
余
金
44
億
5
5
9
4
万
円
の
う
ち
、

事
業
基
盤
強
化
積
立
金
に
30
億
円
、
組
織

活
性
化
対
策
積
立
金
、
農
業
総
合
支
援
対

策
積
立
金
に
そ
れ
ぞ
れ
1
億
円
、
出
資
配

当
金
と
し
て
1
億
7
5
4
0
万
円
を
充
て
、

10
億
8
0
5
3
万
円
を
次
期
繰
越
剰
余
金

と
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
か
ら
第
4
号
議
案
ま
で
の

定
款
一
部
変
更
お
よ
び
監
事
監
査
規
程
の

全
部
変
更
、
平
成
27
年
に
改
正
さ
れ
た
農

協
法
に
基
づ
く
会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ

い
て
も
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
執
行
体
制
と
新
目
標
を
承
認

第
5
号
議
案
の
役
員
選
任
に
つ
い
て
は
、

４
月
８
日
に
行
わ
れ
た
役
員
推
薦
会
議
で

決
定
し
た
役
員
候
補
者
が
、
投
票
に
よ
り

新
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
新
役

員
の
紹
介
は
6
・
7
頁
に
掲
載
）

第
6
号
議
案
で
は
、
第
8
次
総
合
3
か

年
計
画
お
よ
び
今
年
度
の
事
業
計
画
の
設

定
に
つ
い
て
審
議
。「
明
日
を
創
る
挑
戦
、

明
日
へ
つ
な
ぐ
信
頼
」M

ake Future

を
テ
ー
マ
と
し
て
、「
持
続
可
能
な
都
市
農

業
の
振
興
」
や
「
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同

活
動
の
展
開
」
な
ど
の
基
本
目
標
と
、
主

要
事
業
目
標
を
承
認
決
定
し
ま
し
た
。（
内

容
は
３
頁
に
掲
載
）
第
7
号
議
案
と
第
8

号
議
案
で
は
、
役
員
報
酬
と
退
任
役
員
に

対
す
る
慰
労
金
の
贈
呈
に
つ
い
て
決
議
さ

れ
、
提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
か
ら
は
、
肥
料
の
大
口
購
入
割
引

な
ど
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
を
表
彰

全
て
の
議
案
審
議
後
、
退
任
役
員
16
名

の
他
、
協
同
活
動
な
ど
に
貢
献
し
た
組
合

員
81
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
永
年

勤
続
職
員
表
彰
で
1
1
2
名
の
職
員
と
、

総
合
優
良
店
舗
お
よ
び
、
貯
金
・
融
資
・

共
済
の
各
部
門
で
好
成
績
を
挙
げ
た
、
向

丘
・
菅
・
橘
支
店
を
表
彰
し
ま
し
た
。

最
後
に
、「
改
革
の
継
続
と
都
市
農
業
の

振
興
・
活
性
化
に
向
け
た
特
別
決
議
」（
5

頁
上
段
に
掲
載
）
が
行
わ
れ
、
組
合
員
・

役
職
員
が
組
織
一
丸
と
な
っ
て
、「
自
己
改

革
の
継
続
と
地
域
J
A
と
し
て
の
地
位
の

確
立
」
お
よ
び
「
都
市
農
業
の
振
興
に
向

け
た
新
た
な
制
度
の
周
知
」
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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オ
ー
ル
セ
レ
サ
で
事
業
に
邁
進

　
組
合
長
の
あ
い
さ
つ（
抜
粋
）

政
府
の
「
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
」

は
5
月
末
で
期
限
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ

の
3
か
年
、
農
協
改
革
、
自
己
改
革
を
進

め
な
が
ら
、
健
全
経
営
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

農
業
面
に
お
き
ま
し
て
は
、平
成
29
年
6

月
か
ら「
農
業
総
合
支
援
対
策
積
立
金
」の

取
り
扱
い
を
開
始
し
、
農
機
の
購
入
や
ハ

ウ
ス
の
補
修・
設
置
な
ど
に
ご
活
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
農
業
関
連
融
資
と
合
わ

せ
て
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
営
農
活
動
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
市
内

農
業
の
振
興
に
向
け
て
は
、
セ
レ
サ
モ
ス

の
販
売
を
強
化
し
、麻
生
店・宮
前
店
で
の

販
売
以
外
に
も
延
べ
7
4
7
回
の
出
張
販

売
を
行
い
、多
く
の
市
民
に
新
鮮
で
安
全・

安
心
な
市
内
産
農
畜
産
物
を
、
積
極
的
に

届
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、社
会
全
体
と
し
て
女
性
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、Ｊ
Ａ
セ
レ
サ

川
崎
と
い
た
し
ま
し
て
も
、女
性
の
総
代
が

前
期
の
94
名
か
ら
今
期
は
1
0
2
名
に
な

り
、役
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、女
性
の
人
数

を
４
名
か
ら
２
倍
の
８
名
に
増
や
す
予
定

で
す
。
さ
ら
に
、働
き
方
改
革
に
沿
っ
て
、

新
人
事
制
度
の
導
入
や
女
性
活
躍
推
進
委

員
会
で
の
話
し
合
い
を
継
続
し
、す
べ
て
の

職
員
に
上
の
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
て
も
ら

う
職
場
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、職
員

の
意
識
に
も
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
、
そ

の
結
果
、
信
連
奨
励
金
の
会
計
期
間
変
更

や
、
貸
倒
引
当
金
の
戻
し
入
れ
な
ど
特
殊

要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
税
引
前
当
期
利
益

は
、42
億
2
6
0
0
万
円
と
い
う
、近
年
で

は
最
高
の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
強
力
な
ご
支
援・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
役
職
員
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。
皆
さ
ま
に
は

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
度
か
ら
第
８
次
総
合
３
か
年
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
取
り

組
み
な
ど
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
Ｉ
Ｔ
化

時
代
の
中
で
も
敢
え
て
組
合
員
の
皆
さ
ま

の
お
宅
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、
皆
さ
ま
の

声
に
真
摯
に
向
き
合
い
顔
の
見
え
る
関
係

で
、
さ
ら
な
る
信
頼
関
係
の
強
化
を
は
か

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
活
性
化
に

も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
も
、
自
己
改
革
の
成
果
を
し
っ

か
り
と
出
し
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら

「
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
は
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
と
役
職
員
の
心
を
１
つ

に
し
て
「
オ
ー
ル
セ
レ
サ
」
で
各
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

後
ほ
ど
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
各

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
審
議
と
ご
承

認
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第1号議案

第22年度（平成30年度 ）貸借対照表、
損益計算書、剰余金処分案、注記表および
事業報告の承認について

第2号議案

定款の一部変更について

第3号議案

監事監査規程の全部変更について

第4号議案

会計監査人選任について

第5号議案

役員の選任について

第6号議案

第8次総合3か年計画および第23年度
（令和元年度）事業計画の設定について

第7号議案

役員報酬の決定について

第8号議案

退任役員に対する慰労金の贈呈について

第22回通常総代会提出議案改革の継続と都市農業の振興・活性化に向けた特別決議

令和元年５月まで政府により設定されていた「農協改革集中推進期間」が終了
し、今後は改革の実践状況把握と准組合員の事業利用規制のあり方を検討するこ
ととしている。

我々は対話を通じて、農業所得の向上、地域の活性化に向けた自己改革を着実に
進めてきたが、今後もその成果を創出し続けるとともに、准組合員の農業振興に向
けた取り組みおよび協同活動に対する参加を一層加速化させることで「地域にな
くてはならない J A 」として確固たる地位を確立することが求められている。

また、都市農業を取り巻く環境は、生産緑地指定から30年経過後の措置として創
設された特定生産緑地制度に加え、都市農地貸借法も施行されるなど都市農地を
保全していくための環境整備が進んでいる。

生産緑地の保全手法の選択肢が広がった中、都市農業が持つ多面的な機能の発
揮を通じ、地域住民の潤いある生活に資するため、行政等関係機関と連携し、新た
な制度をもれなく周知するとともに活用を促すことが喫緊の課題である。

これらの情勢を踏まえ、私たち J A 組合員・役職員は、組織一丸となって下記
事項に取り組むことを決議する。

記

1. 自己改革の継続と地域 J A としての地位の確立
地域の活性化および地域 J A としての地位の確立に向け自己改革を継続
させるとともに、准組合員の地域農業に対する意識を高め、農業振興に
向けた取り組みを一体となって展開していくこと。

2. 都市農業の振興に向けた新たな制度の周知
組合員が、将来にわたり安心して営農活動ができるよう行政等関係機関
と連携し、特定生産緑地制度をはじめとする新たな制度の周知と活用促
進による農地保全に全力を挙げるとともに、都市農業の多面的な機能の
効果を享受する地域住民の理解を図ること。

令和元年6月25日
セレサ川崎農業協同組合　第22回通常総代会

代表理事組合長

原  修 一
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代表取締役社長

石井　士郎

セ
レ
サ
不
動
産
㈱

代表取締役社長

田邉　　悟

セ
レ
サ
サ
ー
ビ
ス
㈱

代表理事副組合長

森　　安男

専務理事

池沼　稔行

常務理事

仙道　雅人

審
査
・
共
済
担
当

常務理事

村田　　篤

総
務
企
画
担
当

代表理事組合長

原　　修一

 代表理事副組合長

梶　　　稔

常務理事

市川　重男

金
融
事
業
担
当

常務理事

木嶌　浩也

営
農
経
済
担
当

副代表監事

石川　和夫

監　事

岸　　健市

監　事

吉岡　　昇

監　事（員外）

小野寺　京子

代表監事

熊澤　正宜

常勤監事

松原　功典

監　事

小沢　武義

監　事

田邉　慶幸

関連会社 監　事 常 勤 理 事

J Aの新役員紹介

今回の役員改選では、理事や監事の他、関連会社のセレサ不動産（株）の役員が改選されました。

令和元年度は、第８次総合３か年計画の初年度として新体制のもと総合事業を継続し、

健全経営に軸足を置きながら、持続可能な都市農業の振興に力を入れてまいります。

また、引き続きＪＡセレサ川崎の良き伝統を守りつつ、「農業所得の増大」「農業生産の拡大」

「地域の活性化」につながる自己改革にも、継続して取り組んでまいります。
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理　事

吉田　義一

宮
前
地
区

理　事

毛木　幹育

高
津
地
区

理　事

上野　拡子

川
崎
南
地
区

理　事

三平　まさ子

稲
田
地
区

理　事

和田　　実

生
田
地
区

理　事

藤田　利継

橘
地
区

理　事

中村　光子

高
津
地
区

理　事

小泉　二三男

川
崎
南
地
区

理　事

三橋　宏一

日
吉
地
区

理　事

関谷　京子

菅
地
区

理　事

安藤　良二

柿
生
地
区

理　事

関口　　享

橘
地
区

理　事

森　　敬起

宮
前
地
区

理　事

小泉　富生

向
丘
地
区

理　事

原　　康昭

中
原
地
区

理　事

五嶌　敏充

菅
地
区

理　事

山田　秀樹

柿
生
地
区

理　事

中村　成彦

橘
地
区

理　事

小泉　秀民

宮
前
地
区

理　事

本多　円成

向
丘
地
区

理　事

安藤　知子

中
原
地
区

理　事

濱田　基男

稲
田
地
区

理　事

鈴木　光男

柿
生
地
区

理　事

大久保トヨ子

橘
地
区

理　事

伊藤　啓子

宮
前
地
区

理　事

大川　　護

高
津
地
区

理　事

鹿島　義久

中
原
地
区

理　事

河合　秀明

稲
田
地
区

理　事

米山　喜一

生
田
地
区

非 常 勤 理 事
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PICK UPPICK UP

セ
レ
サ
モ
ス
の
出
張
販
売
を
６
月

14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
、
高
津
区

溝
口
の
ノ
ク
テ
ィ
プ
ラ
ザ
２
で
行
い

ま
し
た
。
同
施
設
が
あ
る
溝
口
は
同

区
の
中
心
地
。
多
く
の
市
民
が
集
ま

る
場
所
で
販
売
す
る
こ
と
で
市
内
産

農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
多

く
の
市
民
が
集
ま
り
、
15
分
前
倒
し

で
販
売
開
始
。
来
店
客
は
市
内
産
の

ト
マ
ト
な
ど
約
20
品
目
の
野
菜
の
他
、

生
産
者
手
作
り
の
加
工
品
か
ら
目
当

て
の
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

来
店
客
は「
市
内
で
こ
ん
な
に
新

鮮
な
野
菜
が
手
に
入
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
。
今
度
は
セ
レ
サ
モ
ス
に

行
っ
て
み
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

ま
た
、
18
日
に
は
向
丘
支
部
で
職

員
４
人
が
矢
澤
舜
さ
ん
と
杉
田
広
行

さ
ん
の
温
室
と
畑
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

イ
ン
ゲ
ン
な
ど
を
収
穫
。
27
日
に
は

稲
田
支
部
で
職
員
４
人
が
小
林
ツ
ヤ

さ
ん
の
畑
で
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
、
田

中
謙
次
さ
ん
の
畑
で
オ
ク
ラ
苗
の
植

え
付
け
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
職

員
は
初
め
て
の
作
業
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
部
員
ら
の
指
導
で
徐
々
に
こ
つ

を
つ
か
み
、
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら

笑
顔
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

体
験
し
た
職
員
は
、「
農
作
業
を

体
験
し
て
生
産
者
の
苦
労
を
実
感
し

た
。
こ
の
経
験
を
業
務
に
活
か
し
た

い
」と
話
し
、
青
壮
年
部
員
は「
こ
の

体
験
を
通
じ
て
職
員
と
の
親
睦
を
深

め
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

青
壮
年
部
高
津
支
部
は
、
６
月
３

日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
週
２
回
、
高

津
支
店
の
店
頭
で
農
畜
産
物
の
直
売

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

10
年
以
上
前
か
ら
続
く
直
売
会

は
、
買
い
物
客
か
ら
の「
他
の
店
舗
で

も
開
催
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望
に

応
え
、
４
年
前
か
ら
久
地
駅
前
支
店

で
も
週
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

初
日
は
、
開
店
前
か
ら
常
連
客
が

列
を
作
り
、
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
20
品
目
以
上
の
地
場
産
農
畜
産
物

の
中
か
ら
目
当
て
の
品
を
次
々
と
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

来
店
客
は
、
部
員
か
ら「
ニ
ン
ジ
ン

の
葉
は
天
ぷ
ら
に
す
る
と
お
い
し
い

よ
」な
ど
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
教
わ

り
な
が
ら
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

期
間
限
定
の

農
畜
産
物
直
売

令
和
元
年
度
採
用
職
員
を
対
象
と

し
た
農
業
体
験
実
習
が
、
６
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

同
実
習
は
、
青
壮
年
部
員
ら
の
協

力
で
行
い
、
今
年
度
で
11
回
目
に
な

り
ま
す
。
野
菜
や
果
樹
、
花
き
な
ど

各
地
区
の
特
色
を
活
か
し
た
農
業
体

験
を
年
５
回
ほ
ど
実
施
。
種
ま
き
や

収
穫
な
ど
の
農
作
業
を
通
じ
て
、
農

業
に
関
す
る
知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
は
か
る
こ
と

で
、
今
後
の
窓
口
や
渉
外
活
動
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
日
の
10
日
は
、
菅
支
部
で
職
員

４
人
が
上
原
新
三
さ
ん
の
温
室
で
イ

チ
ゴ
苗
の
管
理
作
業
と
原
嶋
俊
之
さ

ん
の
温
室
で
葉
ケ
イ
ト
ウ
の
鉢
上
げ

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

農
業
体
験
で
親
睦
を
深
め
る

ミニトマトの収穫を体験（向丘支部）

オクラ苗の植え付けを体験（稲田支部）

区
の
中
心
で

新
鮮
野
菜
を
Ｐ
Ｒ笑顔で野菜を買い求める来店客

笑顔で来店客に農産物を渡す部員
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PICK UPPICK UP

花
き
園
芸
の
振
興
に
尽
力

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず　

実
習
で
病
虫
害
学
ぶ

営
農
ス
キ
ル
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

６
月
18
日
、
麻
生
区
早
野
の
研
修
用

畑
で
開
き
、
営
農
担
当
者
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

３
回
目
の
今
回
は
、
営
農
技
術
顧

問
が
講
師
を
務
め
、
試
験
栽
培
し
て

い
る
早
ど
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
除
草

を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
気
を
付
け

た
い
病
害
虫
を
確
認
し
ま
し
た
。

参
加
者
は「
実
物
を
見
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
。
学
ん
だ

こ
と
を
現
場
で
活
か
し
た
い
」と
意

欲
を
見
せ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
県
民
功
労
者
表
彰
式
が

６
月
20
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
宮
前

区
馬
絹
の
花
き
生
産
者
名
古
屋
重
雄

さ
ん
が
、県
民
功
労
者
表
彰
を
受
け
、

黒
岩
祐
治
県
知
事
よ
り
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
さ
ん
は
、
長
年
花
き
栽
培

に
携
わ
る
と
と
も
に
、
県
花
き
園
芸

組
合
連
合
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
花

き
生
産
技
術
の
向
上
に
優
れ
た
成
果

を
挙
げ
、
産
業
振
興
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

名
古
屋
さ
ん
は
、
今
後
の
目
標
に

つ
い
て「
後
進
の
育
成
に
励
み
な
が

ら
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
き

た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

下
小
田
中
菊
花
会
は
6
月
7
日
、

中
原
区
の
市
立
大
戸
小
学
校
で
農
業

体
験
を
開
き
、
6
年
生
の
児
童
約

1
6
0
人
が
菊
苗
の
定
植
作
業
を
体

験
し
ま
し
た
。

同
体
験
は
地
域
交
流
や
児
童
に
花

を
咲
か
せ
る
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
20
年
以
上
前
か
ら
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
同
会
員
ら
が
指
導
に
あ

た
り
、
は
じ
め
に
菊
の
歴
史
や
水
や

り
の
頻
度
な
ど
を
説
明
。
続
い
て
作

業
に
移
り
、
自
分
の
鉢
に
土
を
入
れ

た
後
、
１
人
3
本
ず
つ
苗
を
定
植
し

ま
し
た
。

児
童
は「
き
れ
い
な
菊
を
育
て
た

い
」と
開
花
の
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
し
た
。

幸
区
の
市
立
西
御
幸
小
学
校
の
児

童
が
６
月
27
日
、
校
内
の
田
ん
ぼ
で

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

同
校
で
は
５
年
前
に
、
校
庭
の
隅

に
幅
約
８
㍍
、
奥
行
き
約
３
㍍
の
田

ん
ぼ
を
設
置
。
当
初
か
ら
Ｊ
Ａ
の
指

導
の
下
、
年
間
を
通
じ
た
稲
作
体
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、約
60
人
の
児
童
が
参
加
。

Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
か
ら「
３
～
４

本
の
苗
を
ま
っ
す
ぐ
植
え
て
」と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
慣
れ
な
い
田
ん

ぼ
に
足
を
と
ら
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
も
、
真
剣
な
表
情
で
丁
寧
に
稲
苗

を
植
え
ま
し
た
。

田
植
え
を
終
え
た
児
童
は「
秋
の

収
穫
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
稲
を
育

て
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

児
童
が
菊
苗
の
定
植
を
体
験

学
校
で
田
植
え
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

黒岩知事と名古屋さん夫妻穂先に潜む害虫を確認する営農担当者

菊苗の定植を行う児童

丁寧に苗を植える児童
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PICK UPPICK UP

柿
生
地
区
協
同
活
動
強
化
委
員
会

は
6
月
29
日
、柿
生
支
店
で
夏
ま
つ

り
を
開
き
ま
し
た
。

同
ま
つ
り
は
、自
己
改
革
の
一
環

と
し
て
生
産
者
と
消
費
者
、地
域
住

民
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
2
年
前

か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、地
場
産
農
産
物
の
販
売

の
他
、野
菜
の
詰
め
放
題
や
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
苗
な
ど
の
植
え
替
え
体
験
、ト

ラ
ク
タ
ー
の
展
示
や
乗
車
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

来
場
者
は「
新
鮮
な
野
菜
を
買
う

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
ぜ
ひ
ま

た
開
催
し
て
ほ
し
い
」と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

夏
ま
つ
り
で

地
域
密
着
を
Ｐ
Ｒ

ジャガイモを収穫する参加者

女
性
部
川
崎
南
支
部
は
６
月
24

日
、
新
た
に「
家
庭
菜
園
グ
ル
ー
プ
」

を
結
成
し
、
１
回
目
の
講
習
を
み
な

み
支
店
で
行
い
、
10
人
の
部
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

自
宅
の
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
、

少
し
で
も
食
や
農
へ
の
理
解
を
深
め

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
取
り
組
み
が

ス
タ
ー
ト
。
J
A
の
吉
田
敏
政
営
農

技
術
顧
問
が
講
師
を
務
め
、
ト
マ
ト

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
家
庭
菜
園

で
人
気
の
品
目
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
を

写
真
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
は「
今
ま
で
独
学
で
野
菜

を
育
て
て
い
た
が
、
専
門
的
な
話
を

聞
け
て
勉
強
に
な
っ
た
。
早
速
自
分

の
畑
で
活
か
し
た
い
」と
意
欲
を
見

せ
ま
し
た
。

家
庭
菜
園
グ
ル
ー
プ
が

ス
タ
ー
ト

収
穫
体
験
で

つ
な
ぐ
輪

講義に耳を傾ける参加者

野
川
支
店
は
夏
期
特
別
貯
蓄
推
進

期
間
に
合
わ
せ
、
隣
接
す
る
直
売
所

と
コ
ラ
ボ
し
た
独
自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

同
支
店
の
駐
車
場
の
一
角
に
は
宮

前
直
売
グ
ル
ー
プ
の
直
売
所
が
あ
り
、

火
・
木
・
日
曜
日
の
12
時
30
分
か
ら

直
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。同
支
店
で
は
、

期
間
1
年
以
上
の
定
期
貯
金
新
規
ま

た
は
増
額
50
万
円
に
つ
き
1
枚
、
同

直
売
所
で
利
用
で
き
る
2
0
0
円
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

直
売
グ
ル
ー
プ
の
柏
木
一
昭
会
長

は「
券
を
も
ら
っ
て
初
め
て
来
店
す

る
人
も
い
る
の
で
、
都
市
農
業
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
て

い
る
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

野
川
支
店
と

直
売
所
が
コ
ラ
ボ直売所で野菜を選ぶ来店者

女
性
部
日
吉
支
部
は
6
月
1
日
、

幸
区
南
加
瀬
の
畑
で
部
員
と
そ
の
家

族
と
の
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。　

同
支
部
で
は
、
次
世
代
と
の
交
流

を
は
か
る
場
と
し
て
毎
年
交
流
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
収
穫
体
験
イ

ベ
ン
ト
は
初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
大
人
と
子
ど
も
合
わ
せ

て
33
人
が
参
加
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
収
穫
体
験
を
し
た

後
、
部
員
に
よ
り
と
れ
た
て
野
菜
を

使
っ
た
ラ
ン
チ
が
参
加
者
全
員
に
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

次
世
代
層
の
参
加
者
は「
子
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
参

加
し
や
す
か
っ
た
。
貴
重
な
体
験
に

な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

野菜の詰め放題を行う来場者

10



PICK UPPICK UP

共
済
事
業
で
表
彰
を
受
け
る

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
第
2
回
講
義
を

6
月
20
日
、市
農
業
技
術
支
援
セ
ン

タ
ー
で
開
き
、新
規
就
農
者
や
女
性

農
業
者
ら
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、Ｊ
Ａ
の
営
農
技
術
顧
問

ら
が
講
師
を
担
当
。
夏
野
菜
の
整
枝

方
法
や
太
陽
熱
を
利
用
し
た
消
毒
法

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、同
セ
ン
タ
ー
内
の
畑
に

移
り
、ネ
ギ
の
定
植
と
ヒ
マ
ワ
リ
の

播
種
を
実
践
し
た
他
、太
陽
熱
消
毒

法
や
各
種
育
成
品
の
管
理
に
つ
い
て

も
学
び
ま
し
た
。

受
講
者
は「
座
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
の
で
、身
に

付
き
や
す
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、28
日
に
は
果
樹
部
が
夏
季

管
理
講
習
会
お
よ
び
カ
ブ
リ
ダ
ニ
定

着
確
認
講
習
会
を
菅
支
店
と
多
摩
区

の
白
井
正
壽
さ
ん
の
梨
園
で
開
き
、

部
員
ら
49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

横
浜
川
崎
地
区
事
務
所
の
眞
壁
敏
明

氏
ら
が
、ハ
ダ
ニ
を
捕
食
す
る
ミ
ヤ

コ
カ
ブ
リ
ダ
ニ
を
使
っ
た
天
敵
製
剤

で
の
防
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

眞
壁
氏
ら
は
昨
年
６
月
か
ら
白
井

さ
ん
の
梨
園
に
設
置
し
て
い
る
同
製

剤
の
効
果
を
報
告
。「
ハ
ダ
ニ
被
害
が

減
少
し
、ハ
ダ
ニ
剤
の
使
用
回
数
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
た
」と
天
敵
を
使
っ

た
防
除
の
有
効
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
習
後
は
梨
園
を
視
察
。
参
加
者

は
効
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に「
慣

行
栽
培
と
比
べ
費
用
に
差
が
あ
る
の

か
」な
ど
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
事
業
推
進
大
会
が
6
月

11
日
、横
浜
市
西
区
の
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
開
か
れ
、県
下
Ｊ
Ａ
の
役
職

員
ら
約
5
6
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、平
成
30
年
度
に
優
秀

な
成
績
を
挙
げ
た
Ｊ
Ａ
や
店
舗
、職

員
を
表
彰
。
当
Ｊ
Ａ
は
、
特
別
優
績

表
彰
な
ど
６
項
目
で
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
、宿
河
原
支
店
、菅
支
店
、日

吉
支
店
、小
杉
支
店
、中
原
支
店
、橘

支
店
、向
丘
支
店
が“
や
る
気
”拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表
彰
を
受
け
た
他
、

ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
総
合
優
績
表

彰
や
通
算
総
合
優
績
表
彰
と
し
て
24

人
の
職
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
終
盤
で
は
、令
和
元
年
度

県
下
運
動
目
標
の
早
期
完
全
達
成
を

期
す
る
大
会
決
議
が
行
わ
れ
、満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
渉
外
・
窓
口
担
当
者

大
会
を
６
月
17
日
、
本
店
で
行
い
、

優
秀
な
実
績
を
挙
げ
た
１
２
４
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
原
修
一
組
合
長
が「
組
合

員
と
の
対
話
も
自
己
改
革
の
１
つ
。

セ
レ
サ
の
顔
と
し
て
相
手
の
気
持
ち

を
理
解
し
な
が
ら
推
進
活
動
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
受
賞
者
が
登
壇
し
、
表
彰

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

渉
外
・
窓
口
担
当
者
１
２
４
人
を
表
彰

講
習
会
で
知
識
を
深
め
る

天敵製剤の説明を聞く参加者

ネギの定植を行う受講者

表彰を受ける渉外担当者 表彰状を受ける仙道雅人常務
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3

2

1

赤城神社

▪所 高津区上作延494 ▪営 9：00～20：00 ▪休 なし

店内には30種類以上の手
作りの揚げ物や惣菜など
が並びます。昼時や夕方に
はたくさんの来店客でにぎ
わっています

自家製のジャンボ肉
シュウマイはジュー
シーで食べ応えがあ
ります。冷めてもお
いしいので、お弁当
のおかずにもおすす
めです

「 安全でおいしい肉を販売する店といわれるよう、
お客さまの信頼に応えていきたい 」との思いで、
昭和37年に創業しました。地域住民のみならず、
遠方から買い求めにくるお客さんもいます

店主が卸業の人から仕入れ、
牛・豚・鶏の肉を扱っていま
す。かながわの名産「高座豚」
の販売指名店として高級肉か
ら業務用肉まで幅広く取りそ
ろえており、昭和41年からは
市内多数の小学校にも給食用
の肉を納めています

今
回
は
東
急
田
園
都
市
線
梶
が
谷

駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、「
笹
の
原
交
差

点
」停
留
所
で
下
車
し
、街
歩
き
へ
出

発
し
ま
す
。

バ
ス
を
降
り
て
大
通
り
を
歩
い
て

い
る
と
か
わ
い
ら
し
い
コ
ー
ヒ
ー

ポ
ッ
ト
の
看
板
を
見
つ
け
ま
し
た
。

店
内
に
入
り
、店
主
お
す
す
め
の
自
家

製
塩
麹
の
鶏
む
ね
肉
竜
田
揚
げ
定
食

と
自
家
焙
煎
し
た
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

店
を
後
に
し
、街
歩
き
を
再
開
し
ま

す
。
し
ば
ら
く
住
宅
地
を
歩
き
進
め

る
と
、
人
が
集
ま
る
直
売
所
に
到
着
。

の
ぞ
い
て
み
る
と
、た
く
さ
ん
の
野
菜

が
並
ん
で
い
た
の
で
、新
鮮
な
ナ
ス
を

購
入
し
ま
し
た
。

旬
の
農
産
物
を
楽
し
み
、直
売
所
を

後
に
し
て
散
歩
を
続
け
ま
す
。
す
る

と
神
社
の
鳥
居
を
発
見
！
鳥
居
を
く

ぐ
り
、階
段
を
上
る
と
本
殿
が
あ
り
ま

し
た
。
境
内
の
風
景
を
眺
め
、厳
か
な

気
持
ち
で
参
拝
し
ま
し
た
。

次
は
ど
こ
に
行
こ
う
と
考
え
て
い
る

と
、地
元
の
方
が「
新
鮮
で
お
い
し
い
肉

屋
が
あ
る
よ
」と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、

早
速
向
か
っ
て
み
ま
す
。肉
屋
に
着
き
、

店
内
を
の
ぞ
く
と
、笑
顔
が
素
敵
な
店

主
が
明
る
く
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
は
精
肉
の
他
、手
作
り
の
惣

菜
や
揚
げ
物
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
店

主
の
ご
厚
意
で
で
き
た
て
の
肉
シ
ュ

ウ
マ
イ
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
今

回
の
街
歩
き
は
終
了
。
地
域
住
民
に

親
し
ま
れ
る
場
所
を
訪
ね
、人
々
の
優

し
さ
に
触
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

肉の駒形屋

シラハト商店

野菜直売所
三ツ橋

平瀬川

宮ノ下

笹の原交差点
（東急）

人
気
の
お
惣
菜

手作りの品々

新鮮でおいしい♪

肉の駒形屋4

下作延～上作延
を歩く

名店を訪ね、人々の優しさに触れる

　上作延
　高津区の北西部に位置し、中心を平瀬川
が流れている。一帯は住宅が多く立ち並
んでいるが、一部には農地も残っている。

川崎探検隊
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野菜直売所 三ツ橋（三ツ橋 弘幸さん）

シラハト商店1

2

赤城神社3

4

立派な鳥居

春はホウレンソウ、
夏はトマトやエダマ
メ、秋は長ネギ、冬に
はダイコンやブロッ
コリーが店頭に並び
ます

▪所 高津区上作延210

肉の駒形屋

上作延

▪所 高津区下作延3-18-10 白鳩ヴィラ１F ▪営 11：00～18：30（ラストオーダー18：00） ▪休 不定休

▪所 高津区上作延1117
▪営 9：00～18：00（夏）、9：00～17：00（冬） ▪休 なし

元は「第六天魔王社」と称
し、稲毛三郎重成が源頼朝
の命を受け、この上作延に
出丸を築いたときに巽（東
南の方角）にお祀りしたの
が第六天魔王といわれてい
ます。その後、源頼朝が磐
筒雄命を奉じ、赤城神社と
改称し、寛元元年には近隣
十七郷の氏神と尊称され、
篤く崇敬されたと伝えられ
ています　

「新鮮な野菜を届けたい」と40年ほど前から年間約40
品目の野菜を販売しています。おすすめはトマトの「踊
り子」。甘味と酸味のバランスが良いと好評です

平成28年にオープンし、地域の方に親しまれてい
るカフェ。定食やカレー、焼き菓子など約10種類
のメニューがそろっています。食材や調味料、お
米にもこだわり、これからの時期は夏季限定のか
き氷もおすすめです

手作りのお惣菜がいろいろ楽
しめる定食は、市内の生産者か
ら仕入れている野菜を使った

「おさつコロッケ」や「自家製塩
麹の鶏むね肉竜田揚げ」など6
種類の中から選べます 自家焙煎しているコーヒーと

黒糖ラムチーズケーキは相性
が抜群です

店主おすすめ

豊富な品ぞろえ

お土産コーナー

人気の組み合わせ

1月1日には歳旦祭、9月の第4月曜日には例大祭な
どの行事を行っています

下作延～上作延
を歩く

実際に使用している野菜や
調味料を買うことができま
す。湯を注ぐだけで簡単に
作れるドリップコーヒーは
お土産などに大人気です

13 CERESA No.262



小
学
生
だ
っ
た
昭
和
20
年
代
、
ラ
ジ

オ
か
ら
流
れ
る
野
球
中
継
に
興
味
を
持

ち
、
次
第
に
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
を
つ
け
な

が
ら
聞
く
ほ
ど
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
か
ら
高
校
、
就
職
先
で
は
野
球

部
に
所
属
。
35
才
か
ら
は
ゴ
ル
フ
も
始

め
、
プ
レ
ー
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
競

技
も
含
め
ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
観
戦
に
も

熱
中
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

39
年
の
東
京
五
輪
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

競
技
の
観
戦
を
楽
し
み
、
実
際
に
足
を

運
ん
だ
閉
会
式
で
は
、
会
場
の
熱
気
に

言
葉
に
で
き
な
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
最
大
の
魅
力
は
、

筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
る
こ

と
。
予
測
で
き
な
い
真
剣
勝
負
の
展
開

に
つ
い
つ
い
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

選
手
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
姿
が｢

後
悔

し
な
い
よ
う
常
に
最
善
を
尽
く
す
」
と

い
う
自
分
の
信
条
と
重
な
り
、
応
援
に

力
が
入
り
ま
す
。
現
在
は
、
実
際
に
野

球
や
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
テ
レ
ビ
を
通
し
野
球

や
ラ
グ
ビ
ー
、
卓
球
な
ど
数
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

来
年
は
人
生
で
２
度
目
の
東
京
五

輪
。ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
る
か
と
、

今
か
ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
が
、
大
舞
台

に
挑
む
選
手
た
ち
を
心
か
ら
全
力
で
応

援
し
た
い
で
す
。

町会長を務め忙しい
日々を送る傍ら、趣味
のスポーツ観戦とクラ
シック音楽鑑賞を、時間
の許す限り楽しんでい
ます。

川崎区小田
八木下 清信さん

PROFILE

昭和39年 東京五輪閉会式

本人右端

私の好きなこと

ドラマチックな
　　スポーツに夢中
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戦
没
者
遺
族
を
支
え
て

麻
生
区
東
百
合
丘 

関
口 

達
雄
さ
ん

31
年
前
に
麻
生
区
遺
族
会
の
会
長
か

ら「
遺
族
会
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
第
２
次
世

界
大
戦
の
終
戦
を
迎
え
た
時
点
で
３
歳
。

当
時
の
記
憶
は
な
く
戦
没
者
遺
族
で
な

い
自
分
に
大
役
が
務
ま
る
か
不
安
で
し

た
が
、
同
会
会
員
の
妻
や
遺
族
の
手
助

け
が
で
き
れ
ば
と
引
き
受
け
ま
し
た
。

麻
生
区
遺
族
会
へ
の
加
入
と
同
時
に

理
事
に
就
任
。「
遺
族
１
人
１
人
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら

川
崎
市
慰
霊
塔
の
清
掃
や
参
拝
な
ど
で

交
流
を
深
め
る
中
、
国
外
で
戦
死
し
遺

骨
が
帰
っ
て
来
な
い
話
を
聞
い
た
時
は
、

終
戦
後
も
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

９
年
前
に
は
、
県
遺
族
会
副
会
長
を

務
め
る
傍
ら
、
県
の
代
表
と
し
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
の
遺
骨
調
査
に
同
行
し
ま
し

た
。
案
内
さ
れ
た
場
所
は
戦
争
末
期
に

日
本
の
部
隊
が
玉
砕
し
た
場
所
。
持
参

し
た
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
手
作
業
で
掘
り

進
め
、
砂
地
か
ら
遺
骨
を
発
見
し
た
時

は
言
葉
が
出
ず
、
胸
が
詰
ま
る
思
い
で

し
た
。
風
化
が
進
み
故
人
を
特
定
す
る

の
は
不
可
能
だ
っ
た
た
め
都
内
の
墓
苑

に
納
骨
し
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
遺
族

に
帰
せ
ず
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
戦

争
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

遺
族
会
の
活
動
に
励
む
中
、
３
年
前

か
ら
は
農
業
を
営
む
遺
族
の
助
け
に
な

り
た
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
農
作
業
を

手
伝
っ
て
い
ま
す
。
作
業
す
る
面
積
は

平
均
し
て
１
０
０
㌃
以
上
と
体
力
的
に

辛
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
遺
族
か
ら
の

感
謝
の
言
葉
と
笑
顔
が
大
き
な
や
り
が

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
長
年
の
戦
没
者
遺
族
へ
の

援
護
事
業
に
貢
献
し
た
こ
と
で
、
昨
年

12
月
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
は
妻
や
遺
族
会
な
ど

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
も
の
で
、
今
後
も
体
が
動
く
限

り
遺
族
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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新
技
術
へ
の
挑
戦宮

前
区
野
川
　
川
名 

徹
さ
ん

Power's Voice

子
ど
も
の
頃
か
ら
梨
を
栽
培
す
る
両
親

の
姿
を
見
て
、
自
然
と
家
業
を
継
ぐ
決
意

を
し
て
い
ま
し
た
。
専
門
学
校
で
農
業
を

３
年
間
学
び
、
卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
。
現

在
は
１
３
０
㌃
ほ
ど
の
畑
で
幸
水
や
豊

水
、
あ
き
づ
き
を
中
心
に
５
品
種
の
梨
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

専
門
学
校
で
の
経
験
や
、
父
か
ら
の
指

導
も
あ
り
、
一
通
り
の
作
業
は
こ
な
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
梨

栽
培
で
は
体
力
が
必
要
で
、
腰
や
肩
に
負

担
が
か
か
る
体
勢
で
の
作
業
が
多
く
、
両

親
や
妻
の
身
体
へ
の
負
担
を
気
に
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
古
い
梨
の
木
の
収
量
や

品
質
が
次
第
に
落
ち
始
め
、
改
植
を
す
る

必
要
が
出
て
く
る
な
ど
新
た
な
課
題
も
出

て
き
ま
し
た
。

家
族
で
よ
り
良
い
栽
培
方
法
を
模
索
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
父
が
神
奈
川
県
の
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
で
試
験
栽
培
し
て
い
る
、

梨
の
「
低
樹
高 

樹
体
ジ
ョ
イ
ン
ト
仕
立

て
」
に
着
目
し
ま
し
た
。
一
列
に
植
え
た

梨
の
木
と
木
を
腰
の
高
さ
ほ
ど
で
、
文
字

通
り
「
つ
な
げ
て
」
栽
培
す
る
と
い
う
新

し
い
技
術
。通
常
よ
り
も
早
く
成
園
化
し
、

低
い
位
置
の
幹
か
ら
枝
を
伸
ば
す
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
顔
と
腕
を
上
げ
て
行
っ
て

い
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
の
負
担
軽
減
が
期

待
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

「
こ
れ
な
ら
家
族
の
作
業
が
楽
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
自
分
も
賛
同
し
、
５
年
前
に

挑
戦
。
父
と
と
も
に
懸
命
に
苗
木
の
育
成

を
行
い
、
丁
寧
な
栽
培
を
続
け
ま
し
た
。

当
時
、
同
栽
培
を
生
産
者
が
行
う
の
は

県
内
初
の
試
み
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

３
年
経
過
し
た
と
き
に
、
少
量
な
が
ら
初

収
穫
し
た
と
き
の
感
動
は
今
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
た
畑

で
作
業
効
率
も
良
く
な
り
、
梨
の
品
質
も

良
好
。
以
降
も
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
木
の

成
長
と
と
も
に
収
量
も
上
が
り
、
新
技
術

が
も
た
ら
す
恩
恵
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
父
か
ら
任
さ
れ
る
部
分
も
増

え
、
別
の
品
種
で
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
新
し
い
考
え

や
技
術
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
挑
戦
や
工

夫
を
続
け
、
よ
り
高
品
質
な
梨
づ
く
り
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

梨の栽培を始めて20年以上にな
りますが、いまだに苦労するのは防
除のタイミングです。木の状態や天
候を慎重に見極めながら作業を行う
とともに、市街地にある農園として、
時間や曜日など周囲の環境にも気を
遣います。

おいしい梨を安心して食べていた
だけるよう、努力を重ねています。
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SHOKU NOUSHOKU NOU

パ
ク
チ
ー
は
三
つ
葉
に
よ
く
似
た
姿

で
、
強
烈
な
香
り
が
特
徴
で
す
。
そ
の

香
り
ゆ
え
、
好
き
嫌
い
が
分
か
れ
ま
す

が
、
体
に
良
い
栄
養
成
分
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
種
子
を
医
薬
と

し
て
用
い
て
い
た
と
い
わ
れ
、
古
く
か

ら
薬
効
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
ク

チ
ー
に
含
ま
れ
る
リ
ナ
ロ
ー
ル
や
ゲ
ラ

ニ
オ
ー
ル
な
ど
の
精
油
成
分
は
整
腸
や

胃
を
健
康
に
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
疲
労
回
復
に
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン

B1
や
粘
膜
を
保
護
す
る
ビ
タ
ミ
ン
B2
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
強
い
抗

酸
化
作
用
が
あ
る
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
や

ビ
タ
ミ
ン
E
な
ど
も
豊
富
な
た
め
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
も
期
待
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
ア
リ
シ

ン
と
い
う
辛
み
成
分
を
含
む
野
菜
と
一

緒
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、
体
に
蓄
積
さ

れ
て
い
る
水
銀
や
鉛
な
ど
の
金
属
を
排

出
す
る
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
が
高
ま
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
有
害
物

以
外
の
金
属
も
体
外
へ
排
出
す
る
効
果

が
あ
る
の
で
、
摂
り
す
ぎ
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

パ
ク
チ
ー
は
露
地
や
ハ
ウ
ス
で
の
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
ほ
ぼ
通
年
出

回
っ
て
い
ま
す
が
、
３
～
６
月
頃
、
10

月
～
11
月
頃
に
旬
を
迎
え
ま
す
。
購
入

す
る
際
は
、
葉
の
色
が
鮮
や
か
で
み
ず

み
ず
し
く
、
茎
は
あ
ま
り
太
く
な
く
張

り
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

    
     

パクチーとツナの 腐サラダ

材料（2人分）

作り方

●パクチー････････ 適量
●ミニトマト･･････ ４個
●タマネギ･･･････1/4個
●ツナ････････････ １缶
●豆腐････････････ １丁

ドレッシング
★醤油･･････････ 大さじ１
★調味酢････････ 大さじ１
★ごま油･････････ 小さじ１

①パクチーは根を切り落とし３cm幅に、ミニトマトは1/4
の大きさに切る。タマネギは薄くスライスし、水に浸し
たあと水気を切っておく。豆腐はキッチンペーパーで軽
く水気を切り、8等分に切る。
②ボウルにタマネギとツナを入れて、ざっくり混ぜる。
③お皿に豆腐を並べ、②とパクチー、ミニトマトを載せる。
混ぜ合わせた★をかけたらできあがり。

SHOKU NOUSHOKU NOU

ツナの 腐

パ
ク
チ
ー

パ
ク
チ
ー
は
セ
リ
科
コ
エ
ン
ド

ロ
属
の
香
味
野
菜
。
地
中
海
沿
岸

が
原
産
で
、
日
本
へ
は
中
国
か
ら

伝
来
し
ま
し
た
。

パ
ク
チ
ー
は
タ
イ
語
名
で
す
が
、

英
語
圏
で
は
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、
中

国
で
は
シ
ャ
ン
ツ
ァ
イ
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
日
本
で
は
香
菜
（
コ

ウ
サ
イ
）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

種
子
は
ス
パ
イ
ス
と
し
て
カ

レ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
、
根
は
葉
よ

り
も
香
り
が
強
く
、
タ
イ
で
は
煮

込
み
料
理
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

保
存
の
際
は
、
茎
を
水
に
浸
し

た
後
、
湿
ら
せ
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
で
包
み
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
て

冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
保
存
し
ま

し
ょ
う
。
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農薬登録内容の変更情報   ◎モベントフロアブル（６月26日から変更）　
　  〈トマト、ミニトマト〉 使用方法　灌注 → 削除　（2000倍での散布は変更なし）

果樹や植木につくカイガラムシの仲間で防除が難
しい害虫の１つです。主に小枝に粒状の虫体で寄
生し、樹液を吸汁します。多発すると周辺の枝や葉
が黒くなる「すす病」をおこし、光合成を妨げるとと
もに美観を損ねます。昆虫分類ではカメムシやセ
ミの仲間ですが、雌成虫は脚も翅（はね）もない５㎜
前後の粒状で、枝についたまま移動しません。よく
発生するのは白色のツノロウムシとあずき色のル
ビーロウムシで、押しつぶすと柔らかいロウのよう
な感触で赤い汁が出ることがあります。

年１回の発生で雌成虫で越冬し、ツノロウムシは５
月に殻の下に産卵します。孵化した幼虫が６月中
旬から親の周辺に現れ、幼虫は３齢を経て８月下旬
頃から成虫になります。３齢以降は移動せず、虫体
にロウ物質が増加し、薬剤は効かなくなります。ル
ビーロウムシはツノロウムシよりやや遅れて、孵化
した幼虫が６月下旬から親の周辺に現れ、９月から
成虫になります。同一樹で２種類が同時に見られ
ることは希です。果樹ではカンキツやカキなど、植
木等ではモチノキ、ゲッケイジュ、チャ、ツバキなど
多数の樹種に寄生します。

虫体の内部に寄生して防除に有効なヤドリコバチ
類が存在し、特にルビーロウムシに寄生するルビー
アカヤドリコバチは有力な天敵です。虫体に丸い
脱出孔がある場合は天敵がいる証拠です。都市部
の庭や公園、果樹園では天敵の飛来が少なく、ロウ
ムシが多発しやすくなります。

ロウムシは指で横から押すと取れやすく、落ちた虫
からは増殖しません。少し見える程度なら、気付い
た時に手で落とすと高い効果が得られます。
写真のように脱出孔が多く天敵が多そうならば、薬
剤散布を控えて経過を見ます。
多発生で木が衰弱したり、すす病が出ている場合は
薬剤散布をします。７月中旬～下旬が防除適期で、
次世代の幼虫を効率よく防除できます。これ以外
の時期の散布は効果が低いだけでなく、天敵に影響
するので散布を控えます。成虫は寿命が尽きて落
下するまで枝に付いているので、薬剤の効果は秋に
なってわかります。なおロウムシは冬のマシン油乳
剤でも高い効果は期待できません。
防除薬剤はスプラサイド乳剤、スプラサイド水和剤、
ダントツ水溶剤、アクタラ顆粒水溶剤、カダンKなど
で、対象の果樹や植
木によって使用の
可否や使用基準が
異なりますのでイン
ターネットや薬剤ラ
ベル等でご確認く
ださい。

※ J A では、本欄で執筆している営農技術顧問による
営農相談コーナーを開いています。

　病害虫被害の場合は、被害作物をお持ちいただくと
助かります。開催日は22ページをご参照ください。

営農技術顧問  片木 新作

防除

ロウムシ類とは

生態

天敵

ロウムシ類の防除

担当業務 出勤日
志村　　隆 花き・植木栽培指導、病害虫全般 月・火・木・金
片木　新作 果樹栽培指導、病害虫全般 月・水・金
吉田　敏政 野菜栽培指導、病害虫全般 月・火・水・木
衣巻　　巧 野菜栽培指導、病害虫全般 月・火・木・金

〈営農技術顧問〉

※記載日は基本の出勤日で、休暇・行事によっては不在の場合があります。

ツノロウムシ雌成虫：直径6～9㎜ ルビーロウムシ雌成虫：直径4～5㎜

ルビーロウムシ2齢幼虫：0.6㎜（薬剤が有効）

ルビーロウムシ雌成虫と天敵の脱出孔ロウムシの多発でモチノキに発生したすす病
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モナ・カサンドラ8月の運勢
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【全体運】レジャー運良好。気の合
う仲間たちと出掛ければ、わくわ
くうれしい発見あり。実力発揮の
チャンスがある予感

【健康運】エネルギッシュ。ス
ポーツイベントが吉

【幸運の食べ物】新ショウガ

【全体運】「親しき仲にも礼儀あり」
を肝に銘じたい時期。特に家族に
口うるさくするのは避けて。開運
には部屋の掃除を

【健康運】胃腸に優しい食事にする
と体調に好影響

【幸運の食べ物】キュウリ

【全体運】フットワークが軽くなり
そう。学ぶ喜びを味わえるときな
ので、セミナーなどに参加してみ
て。ご近所散策も幸運

【健康運】疲れをため込まない工夫
を。睡眠が大事

【幸運の食べ物】車エビ

【全体運】物事が遅々として進ま
ず、焦りが生じがち。慌てず、じっ
くり取り組んで。気分転換には絵
画鑑賞がお勧め

【健康運】冷たい物、甘い物の取り
過ぎに注意

【幸運の食べ物】昆布

【全体運】勢いのある月。やってみ
たいことに積極的にチャレンジ
を。自分の考えやプランを伝える
と協力してもらえそう

【健康運】体力の過信はNG。適度
に休息を取って

【幸運の食べ物】イチジク

【全体運】何となくモヤモヤしや
すいかも。好きなことを楽しみ、
気持ちを明るく変えてみて。デ
トックスにもツキあり

【健康運】運動不足を解消すると好
転。ヨガが最適

【幸運の食べ物】シシトウ

【全体運】人との交流から良い
刺激を受けられます。飲み会な
ど、出会いの機会も大切に。思い
切ったイメチェンもラッキー

【健康運】体質に合う食材やサプリ
メントが見つかる予感

【幸運の食べ物】モロヘイヤ

【全体運】自己流に固執せず、視野
を広げましょう。柔軟な発想が運
気上昇の鍵。ガーデニングや盆栽
を始めるのもグッド

【健康運】日焼け止め対策は万全
に。曇りでも徹底

【幸運の食べ物】イワシ

【全体運】アクティブに動けばチャ
ンスをつかめる兆し。未体験ジャ
ンルでも成功確率は大。自分らし
さを発揮できるはず

【健康運】大いに体を動かし、夏を
満喫できそう

【幸運の食べ物】サザエ

【全体運】過去の出来事にとらわれ
がち。深刻にならず、気楽に考え
てみて。心身共にリラックスする
には呼吸法がベスト

【健康運】冷房に当たり過ぎず、外
の風を味わって

【幸運の食べ物】梨

【全体運】人の影響を受けやすい傾
向。周囲を気にせず、マイペース
に取り組んで。自然の中に出掛け
ると良い気晴らしに

【健康運】体調管理を心掛けて。規
則正しい生活を

【幸運の食べ物】トマト

【全体運】気持ちが揺れ動きやすい
よう。大好きな曲を聴くなど、小
さな幸せを大切に。鏡の前でほほ
笑むのも効果的

【健康運】治癒力を高める暮らしを
目指すと好変化

【幸運の食べ物】マスカット

おひつじ座 3/21～4/19 おうし座 4/20～5/20 ふたご座 5/21～6/21 かに座 6/22～7/22

しし座 7/23～8/22

いて座 11/23～12/21

おとめ座 8/23～9/22

やぎ座 12/22～1/19

てんびん座 9/23～10/23

みずがめ座 1/20～2/18

さそり座 10/24～11/22

うお座 2/19～3/20

Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
で
は
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
は
、
正
組
合
員
向
け
機
関
誌

『
セ
レ
サ
』（
毎
月
７
７
０
０
部
）と
准
組
合
員
向

け
機
関
誌『
セ
レ
サ
パ
ル
』（
年
３
回
計
約
16
万

部
）の
他
、
読
売
新
聞
な
ど
３
紙
に
折
り
込
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
紙『
い
い
感
じ
』（
年
２
回
計
約

52
万
部
）を
発
行
し
て
い
ま
す
。　

本
年
４
月
19
日
発
行
の『
セ
レ
サ
パ
ル
』で

は
、
野
菜
の
栄
養
素
を
最
大
限
に
活
か
す
調
理

方
法
や
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
方
法
な
ど
を
掲
載
。

６
月
12
日
発
行
の『
い
い
感
じ
』で
は
、
食
育
ソ

ム
リ
エ
や
モ
ス
ぴ
ー
号
を
紹
介
し
ま
し
た
。
准

組
合
員
や
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は「
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
が
き
れ
い
で
、
見
る
だ
け
で
栽
培
し
た

く
な
る
」「
セ
レ
サ
モ
ス
の
出
張
販
売
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」な
ど
た
く
さ
ん
の
反
響
を
い
た
だ

き
、
昨
年
度
は
２
誌（
紙
）合
わ
せ
て
１
０
０
０

通
を
超
え
る
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
せ

ら
れ
た
内
容
は
誌
面
作
成
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
担
当
部
署
に
つ
な
ぎ
事
業

運
営
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
３
月
29
日
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
他
、
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
。「
か
わ
さ
き
摘
み
た
て

通
信
」と
題
し
収
穫
前
後
の
農
産
物
や
農
の
風

景
な
ど
旬
の
内
容
を
写
真
や
動
画
で
配
信
し
て

い
ま
す
。
４
か
月
弱
で
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
１
５
０

人
を
超
え
る
な
ど
好
評
で
、
引
き
続
き
新
た
な

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
、
か
わ
さ
き
農
業
と
Ｊ
Ａ

事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
情
報
発
信
に
力
を
入

れ
て
ま
い
り
ま
す

セ
レ
サ
通
信

J Aが発行する機関誌とコミュニティー紙
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読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

m
ail  b

ox

Web サイトからの応募はこちらから
https://www.jaceresa.or.jp/contact/quiz.html

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎

　
　
　
　
　

 

2-

13-

38

感
謝
で
す

毎
月
セ
レ
サ
モ
ス
で
新
鮮
な
朝
ど
れ
野
菜
や

旬
の
農
産
物
を
購
入
し
て
い
ま
す
。ま
た
、置
い

て
あ
る
レ
シ
ピ
は
調
理
法
も
簡
単
で
、す
ぐ
作

れ
る
も
の
が
多
く
、助
か
っ
て
い
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。       （
多
摩
区
・
米
田
さ
ん
）

投
稿
の
お
礼

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
Ｊ
Ａ
広
報
課
）

ル
ッ
コ
ラ
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

食
＆
農
の
記
事
を
読
み
、ル
ッ
コ
ラ
を
栽
培
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
サ
ラ
ダ
用
に
収
穫
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。   　
　
　

  （
宮
前
区・岩
瀬
さ
ん
）

成
長
が
楽
し
み
で
す

週
に
一
度
、セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
に
買
い
物
に

行
き
ま
す
。
先
日
は
ナ
ス
や
ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン

の
苗
を
買
い
ま
し
た
。
日
に
日
に
成
長
し
て
い

く
の
で
、こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

（
川
崎
区・石
原
さ
ん
）

こ
れ
か
ら
の
楽
し
み
♪

毎
年
、
夫
が
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
で
買
っ
た

野
菜
苗
を
家
の
敷
地
の
一
角
に
植
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
カ
ボ
チ
ャ
、ピ
ー
マ
ン
、

シ
シ
ト
ウ
を
植
え
ま
し
た
。
先
日
は
、
早
く
も

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
赤
く
色
付
き
、
２
つ
収
穫
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
実
っ
て
食
卓
を
彩
っ
て
く
れ

る
と
う
れ
し
い
で
す
。      （
多
摩
区・衣
笠
さ
ん
）

　
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す

「
あ
ぐ
り
っ
こ
農
園
」は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

農
地
の
維
持
に
も
役
立
つ
し
、食
農
教
育
の
場
と

し
て
若
い
家
族
に
も
明
る
い
将
来
が
見
え
て
き

ま
す
。　

�
（
川
崎
区・千
葉
さ
ん
）

②
夏
休
み
の
最
終
日
に
慌
て
て
片
付
け
る
子
も
い
ま
す

⑤
酒
の
お
供
で
す

⑦
建
具
の
滑
り
を
良
く
す
る
た
め
に
敷
居
に
塗
る
こ
と
も

⑧
脂
○
○
、
糖
○
○
、
タ
ン
パ
ク
○
○

⑨
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
登
る
所

⑪
そ
の
人
が
住
ん
で
い
る
所
。
彼
は
○
○
の
名
士
だ

⑫
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
び
立
つ
先

⑭
鶴
と
並
ん
で
め
で
た
い
生
き
物

⑮
芝
居
の
最
後
に
下
ろ
す
物

⑯
上
野
動
物
園
生
ま
れ
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
は
何
の
動
物
？

⑰
イ
チ
ゴ
味
や
メ
ロ
ン
味
の
シ
ロ
ッ
プ
を
掛
け
て
食
べ
ま
す
。

パ
ッ
ピ
ン
ス
や
ハ
ロ
ハ
ロ
も
こ
の
一
種

タテのカギ
①
令
和
元
年
は
８
月
８
日
。
暦
の
上
で
は
も
う
秋
で
す

②
日
焼
け
し
た
後
に
で
き
る
こ
と
も

③
彼
女
の
料
理
の
腕
前
は
○
○
は
だ
し
だ

④
ア
ッ
プ
の
反
対
語
で
す

⑥
竹
や
梅
と
並
ん
で
め
で
た
い
植
物

⑨
こ
す
れ
て
す
り
減
る
こ
と

⑩
五
輪
で
３
位
の
選
手
の
首
に
掛
け
ら
れ
ま
す

⑪
辞
書
で
四
字
○
○
の
意
味
を
調
べ
た

⑬
お
こ
わ
を
竹
の
皮
で
く
る
ん
だ
中
華
○
○

⑭
握
り
ず
し
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑯
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
。
花
の
都
と
い
わ
れ
ま
す

ヨコのカギ

5
月
の
こ
た
え

このコーナーでは身近な出来事など、皆さまからのお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から抽選で5人
の方に、セレサモスなどで使える全国農協商品券1,000円分をプレゼントします。応募方法
は郵送（右記を参照）またはWebサイト（https://www.jaceresa.or.jp/contact/quiz.htmlまたは
QRコード読み取り）より。

なお、写真の掲載を希望される方は、プリントを封書またはメール（info@jaceresa.or.jp）に
ご送付ください。
※匿名を希望される場合は、必ずペンネームをお書き添え（Webサイトの場合はその他欄に

入力）ください。
※個人情報保護法に基づき、応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆ 応 募 方 法 ◆ お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎締切　8月19日（月）必着

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クロスワードパズル

　の答え
③本誌やＪＡへの

　ご感想・イラスト等

④その他（農業やＪＡ

に関する質問等が

あればご記入くだ

さい）

ア
マ
ガ
エ
ル

応
募
総
数
32
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

娘
が
Ｊ
Ａ
で
通
帳
を
作
り
ま
し
た
。職
員
の

方
の
対
応
に
、他
行
と
は
異
な
る
温
か
さ
を
感

じ
た
そ
う
で
す
。　   　

 （
麻
生
区・篠
木
さ
ん
）

貴
重
な
情
報
源

引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
な
の
で
、地
域
の
情

報
を
得
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。私
の
お
気
に
入

り
は
、川
崎
探
検
隊
とDISH UP!

で
す
。 

（
宮
前
区
・
吉
江
さ
ん
）

お
い
し
く
で
き
ま
し
た

毎
月
、機
関
誌
を
読
む
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 DISH UP!

に
載
っ
て
い
た「
ふ
わ
ふ
わ

鶏
ひ
き
ハ
ン
バ
ー
グ
」を
作
っ
て
み
ま
し
た
。夫
も

お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。          （
中
原
区・黒
瀬
さ
ん
） 

  

た
く
さ
ん
と
れ
ま
し
た
♪

家
庭
菜
園

に
励
ん
で
い

ま
す
。
日
々

の
苦
労
の
甲

斐
が
あ
り
、こ

ん
な
に
収
穫

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
農
家
の
方
々
の
苦
労
が
身
に
染

み
ま
し
た
。    　

      （
川
崎
区
・
和
泉
さ
ん
）
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JAからのお知らせ

QQQ 広場&AAA教えてJA！ 

Q

農業やJ Aに関する
身近な疑問等をお寄せください

最近、さまざまなニュースで老後の資金について話題になっていますが、
人生100年時代となった今、これからの将来が不安です。資産運用につい
てＪＡで相談できますか。

A ＪＡでは、各支店で資産運用についてのご相談を受け付けておりますので、
お気軽にご利用ください。また、今年10月に「資産形成・資産運用セミナー」
の開催を予定しています。日本経済・世界経済の現状を踏まえ、これからの

資産形成・資産運用について分かりやすくご説明いたしますので、興味がある方
はもちろん、今後の資産運用等に不安がある方もぜひご参加ください。
　なお、セミナーへの参加につきましては、事前予約が必要となりますので、本店
金融推進部（044-877-2140）までお問い合わせください。

ありがとう。
参考になりました。
早速問い合わせて
みます。

善意の募金を地域の福祉へ
ＪＡは５月30日から６月13日までの７日間、役員が市内７区

の社会福祉協議会（以降社協）を訪れ、昨年度の感謝の集い
など各イベントで皆さまからお預かりした善意の募金合わせ
て240万円を寄付しました。

今年度は、福祉の現場や実態を聞こうと全40の地区社協
の代表者に直接寄付。原修
一組合長は ｢皆さまの募金
を福祉事業に役立ててほし
い｣と話しました。

組合員・利用者の皆さま
には温かいご支援をいただ
きありがとうございました。

晴れの入賞者  
敬称略（　）内住所

令和元年度川崎市果菜類立毛共進会
6 月17 日　市内巡回　

キュウリの部　出品点数 14 点
▽特選＝夏ばやし・矢澤英雄（初山）

トマトの部　出品点数 22 点
▽特選＝麗夏・永井敏雄（神木本町）、同・松井秋彦（初山）

令和元年度川崎市花き立毛共進会
6 月19 日　露地切花（夏の部）　市内巡回　出品点数 20 点

▽特選＝小菊・都倉光太郎（宮崎）、ヒマワリ・佐々木祥教（馬絹）

健康大学　貯筋（ちょきん）専攻
『座・ヨガ』受講者募集

ＪＡ健康寿命100歳プロジェクトの一環として、椅子に
座ってできる道具要らずの筋トレ『座・ヨガ』を3会場にて
下記のとおり、開催します。

【開催日・場所】 令和元年9月4日（水）高津支店
	 　高津区溝口1-6-7
	 　令和元年9月11日（水）生田支店	
	 　多摩区生田7-8-1
	 　令和元年9月18日（水）中原支店
	 　中原区上小田中5-1-1

【内　　容】椅子に座ってできるヨガレッスン
	 　（初級者、上級者などはなくどなたでも参加できます）

【参 加 費】1回	500円
【開催時間】各会場　10時～11時30分
【対 象 者】川崎市内在住の方
【募集期間】令和元年7月22日（月）～8月16日（金）
【申込方法】支店窓口に設置する申込書に必要事項を記
　　　　　入のうえ、支店窓口またはＦＡＸにてお申込
　　　　　みください。
※身体を動かすため、動きやすい服装でお越しください。
※詳細は、ＪＡセレサ川崎ホームページに掲載。
※お問い合わせは、本店の生活福祉課（TEL 044-877-2509）まで

2019農業機械展示予約会のお知らせ
　当日は、各種農業機械のメーカーによる展示即売の他、
｢農作業安全｣などのミニ講習会を行います。

【開催日時】令和元年8月2日（金）～3日（土）
　　　　　両日ともに9時～15時30分

【開催場所】ＪＡ全農かながわ　平塚市田村4-13-4
 2日は、セレサモス麻生店・宮前店よりマイ
クロバスによる送迎を行いますので、申し
込みはＪＡ経済部購買統括センター推進課
までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】ＪＡ経済部購買統括センター推進課
 　TEL 044-855-3561
また、3日には、ＪＡ利用者限定の中古農機販売会（入札方
式）も行います。

（入札受付）9時～11時30分　（入札発表）12時より

地区社協（幸区）の代表と
原組合長
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第1回定例理事会　６月18日（火）   本店で開催理事会だより イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

営業時間のご案内
●支店窓口　平日9：00～15：00
●ＡＴＭ　8：00～21：00
　（セレサモス麻生店は営業時間内の稼働）
●経済センター
　平日・土日9：00～16：30※祝日は休み
●パーシモン
　平日・土日9：00～16：30※祝日は休み
●セレサモス麻生店
　10：00～18：00
●セレサモス宮前店 
　10：00～18：00
　※セレサモスは渋滞緩和のため、開店
　　時間を早める場合があります。　
　　（定休日：毎週水曜日・年末年始他）

８月の営農相談コーナー
●経済センター
　（宮前区有馬2-13-1）
　2日（金）、7日（水）、16日（金）、
　21日（水）、28日（水）
●パーシモン
　（麻生区片平2-30-15）
　6日（火）、8日（木）、20日（火）、
　22日（木）、27日（火）、29日（木）
●時　間　9：00～16：00
●相談員　JAの営農技術顧問
●その他　予約は不要です。

セレササービスのご案内
　セレササービス（株）は、ご葬儀ご法
事など、信頼と安心・安全をモットーに
まごころを込めてご奉仕いたします。
　提携式場として、「中野島ほうさい殿」
も、ご利用いただけます。
　事前相談や見積もり等承っております。
お気軽にお問い合わせください。

（日・祭日除く　9：00～17：00）

0
フリーダイヤル
120-3

みおくる　こころ
096-56

危急のご連絡は24時間・年中無休
http：//ceresa-service.jp

◀ J Aセレサ川崎 ホームページ　 https://www.jaceresa.or.jp/
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【報告事項】
開催結果
■第22回通常総代会事前説明会

日 　 程

場 　 所
出席 者 数

：

：
：

6月7日（金）、10日（月）、11日（火）、12日（水）、
13日（木）
各地区統括支店
323名（前年度277人）、前年対比116.6％

今後実施すること
■2019年農業機械展示予約会

日 　 程
場 　 所
内 　 容

：
：
：

8月2日（金）、3日（土）　9時～15時30分
全農神奈川県本部　田村事務所
新車・中古農機展示会、ミニ講習会他

■令和元年度第1回総代・組織リーダー研修会
日 　 程
場 　 所
目 　 的

：
：
：

8月5日（月）　15時～
セレサホール飛翔
総代・各組織リーダーの資質の向上と協同活動
への積極的な参加をはかる

８月の経営相談会（法律経営）

■ 6日（火）9：30
13：30

～
～

11：30
15：30

宮前支店
中原支店

■13日（火）13：30～15：30 生田支店
■20日（火）9：30

13：30
～
～

11：30
15：30

高津支店
中原支店

■27日（火）13：30～15：30 稲田支店
■31日（土）9：30～11：30 梶ヶ谷ビル
相談時間は原則30分程度。予約制。
ご予約は相談会の前営業日16：00までに
各会場支店の総合相談担当まで。

（梶ヶ谷ビルは本店資産相談課まで）
土曜日の相談会については、ご予約が
ない場合は開催いたしません。

８月の年金無料相談会
■ ４日（日）日吉支店
■ ８日（木）子母口支店
■1８日（日）小杉支店
■20日（火）橘支店
■25日（日）小田支店
■27日（火）栗平支店
■29日（木）東柿生支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。

８月の相続・遺言無料相談会
■
■
■
■
■
■
■

5日
7日

14日
19日
21日
26日
28日

（月）
（水） 
（水）
（月） 
（水） 
（月）
（水）

野川支店
御幸支店
子母口支店
栗平支店
高津支店
小杉支店
生田支店

時　間　9：00～16：00
・相談時間は原則1時間30分まで。

相続や遺言に精通した専門の職員が
親身になって分かりやすくアドバイ
スいたします。

・ご相談無料・予約制・秘密厳守。
・ご予約は相談会の前々営業日16：00   
　までにお近くの支店まで。
※開催日に都合がつかない場合は、お
　気軽にお近くの支店までお問い合
　わせください。 
※JA神奈川県信連 信託代理店

JAセレサ川崎 本店金融推進部　 
（TEL 044-877-2140）

当JAが行う遺言信託代理業務は契約
締結の媒介です。

８月のセレササロン
■ 1日

7日
28日

（木）
（水）
（水）

中原支店
高津支店
生田支店

●内　容 ペーパークイリングブローチ
●会　費 1,000円
●対　象　おおむね60歳以上の方
お問い合わせ・お申し込み
本店生活福祉課（TEL 044-877-2509）

■24日（土）大島支店、新城支店、
久地駅前支店、子母口支店、
野川支店、上作延支店、
稲田支店、東柿生支店

■25日（日）鹿島田支店、小杉支店、
元住吉支店、宮前支店､
宮前平支店、菅生支店、
百合丘支店

開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。
ご予約がない方はお待ちいただくことが
ございます。
※時間は9：00～15：00

８月の休日住宅ローン相談会

■使用済農業用品・農薬の適正回収
　＜農業用品（廃プラスチック・廃ビニール・素焼き鉢他）＞

日 　 程

時間・場所

：

：

前期…9月4日（水）、５日（木）
後期…令和2年3月実施予定
4日 9時30分～15時：黒川営農団地管理倉庫
 5日 9時30分～15時：子母口ＪＡ書庫センター

　＜農薬＞
日 　 程
時間・場所

：
：

8月22日（木）、令和2年2月12日（水）
9時30分～11時30分：黒川営農団地管理倉庫
13時30分～15時30分：アグリベース

■第72回神奈川県農協大会
日 　 程
場 所
出 席 者

：
：
：

11月27日（水）　13時開会（予定）
厚木市文化会館
111名（予定）

【協議事項】

他16項目を報告

7項目を協議決定

セレサのDATA （6月30日現在）

購買品供給高 2億89百万円
販売品取扱高 3億10百万円
施設事業契約高 5億06百万円
貯金 1兆5,191億円
貸出金 5,388億円
長期共済保有高 1兆6,957億円
年金共済保有高 345億円
組合員数 67,873人
　うち正組合員 5,457人
　　　准組合員 62,416人
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☆セレサモスの駐車場について
警察署からの要請により、路上で
の入場待ちは一切できません。

ブルーベリーやオリーブなど50種類以上の植木を
栽培しています。時代のニーズに合うよう新しい品種
を取り入れることを心掛けています。ティーツリーな
どが属するメラレウカ系の木は、葉の形状が珍しく香
りが良いのでぜひ一度目に留めて見てください。

15品目以上の果樹を栽培するフルーツ農家です。
鮮度と味にこだわり、とれたてを味わってもらえるよ
う、ほとんどの品目で朝どり出荷を心掛けています。
少量ながらも６月から３月まで多彩なフルーツをご用
意していますのでぜひご賞味ください。

今年で90歳になりますが、毎朝畑に出向きます。
年間約10品目の野菜や果樹を出荷。品目が少ない
分、１つ１つに時間をかけ丁寧に育てています。

これからも農業一筋、家族とともに、皆さまに喜ん
でもらえるような野菜を愛情込めて作り続けます。

35年前に就農し、妻と2人で年間20品目ほどの野
菜を栽培しています。おいしい野菜が育つよう、落葉
や稲わらに米ぬかを混ぜた堆肥を手作りし、肥沃な土
づくりに努めています。心を込めて作った野菜は甘み
があると評判ですのでぜひ一度ご賞味ください。

❶宮前区東有馬
❷宮前店・麻生店
❸ブルーベリー・オリーブ・ローズマリーなど

❶多摩区中野島
❷麻生店
❸ビワ・桃・梨・ブドウ・レモン・リンゴなど

❶麻生区岡上
❷麻生店
❸トウモロコシ・ジャガイモ・柿・栗・タケノコなど

❶高津区上作延
❷宮前店・麻生店
❸キュウリ・ナス・トマトなど

松浦 隆さん 鈴木 信一さん

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目

セレサモス麻生店
７月下旬以降、ブルーベリーやキュウリ

などが多く出荷される予定です。
ブルーベリーに多く含まれるアントシ

アニンはポリフェノール系の成分で、眼精
疲労や視力の低下予防に効果があるとい
われています。ヨーグルトの他、サラダや
ケーキに添えてみてはいかがでしょうか。

皆さまのご来店を心よりお待ちしてお
ります。

セレサモス宮前店
7月下旬以降、オクラやキュウリなどが

多く出荷される予定です。
オクラは食物繊維が豊富で腸の機能を

整え、便秘予防に最適。カレーやバター炒
めにしてみてはいかがでしょうか。うぶ
毛が残っていると口当たりが悪いため、板
ずりを忘れずにしましょう。

皆さまのご来店を心よりお待ちしてお
ります。

8月の出張販売
１日（木）11：00～ 小向支店
８日（木）11：00～ 大島支店
15日（木）11：00～みなみ支店
22日（木）11：00～御幸支店

お米の日
（4月から変更になりました）
【麻生店・宮前店】
毎週金・土・日曜日は1銘柄を2
割引で販売いたします。
※割引制度については、予告な

く変更する場合があります。

内田 幸一さん 宮野 薫さん

所 在 地：川崎市麻生区黒川172
電　　話：044-989-5311
営業時間：〈4月～10月〉10：00～18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他

所 在 地：川崎市宮前区宮崎2-1-4
電　　話：044-853-5011
営業時間：〈通年〉10：00～18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他
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・タマネギ…大１個
・合い挽き肉…300ｇ
・小麦粉…大さじ１
・卵…1個
・デミグラスソース…１缶（約300ｇ）
・水…デミグラスソースと同分量
・赤ワイン…50ml
・ケチャップ…適量
・ソース…適量
・シメジ…1/2房
・サヤインゲン…1/2袋

幸区南加瀬 三橋 佐代美さん　
クッキングシートを敷くと焦げにくくなり
ます。⑤の工程で敷いていたクッキング
シートをハンバーグの上にのせて、ふた代
わりにすると味がよく染み込みます。一度
フライパンに入れたら、ひっくり返すまで
触らないのがふっくら焼き上げるポイント。
赤ワインの代わりに、白ワインや日本酒な
どを使用するとコクが出て、おいしくなり
ます。ぜひ、お好きな具材や季節の野菜を
入れて作ってみてください。

ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

作り方
煮込み風ハンバーグ

セレサ7月号
No.262

お
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Let's cook

お

い
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ものレシピ

Letete 's cook

DISH
UP!
D

★ ｛
❶ タマネギをみじん切りにし、ビニール袋に入れ、

電子レンジ（600ｗ）で１分ほど加熱する。

❷ タマネギのあら熱がとれたら、①のビニール袋に
挽き肉を入れて混ぜ、小麦粉と卵も入れて、よく
混ぜ合わせ、3～４つに分けて、形を整える。

   ❸  フライパンにクッキングシートを敷き、②を入れ、
ふたをして弱火で10分ほど蒸し焼きにする。
焼き目がついたらひっくり返して8分ほど焼く。

 ❹    鍋に★を入れて、温まったらシメジを入れる。

 ❺ ③に④と半分に切ったサヤインゲンを入れ、10分
　ほど煮込んだらできあがり。
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